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目的 Purpose

全試験体とも靭性指針に基づく曲げ耐⼒にほぼ達しており,CS25とCL25では最⼤
耐⼒にもほとんど差がなかった.しかしカットオフ⻑さが⻑い試験体に⽐べ短い
試験体ではピーク後に2段⽬主筋における付着劣化による急激な耐⼒の低下がみ
られた.

RC構造物にカットオフ筋を⽤いることで,通し筋を⽤いた場合と同等の耐
⼒を持ちながら,より経済的な建物が設計可能である.しかし,RC梁部材にお
いて,2段⽬カットオフ筋の付着⻑さが短い場合，2段⽬カットオフ筋の抜
け出し,付着割裂によって主筋の定着性状が劣化し，梁本来の性能を発揮
できないこと（定着破壊）が問題となっている.また⾼強度せん断補強筋
を⽤いてせん断補強筋量を減らした場合にこの傾向は顕著である.

・試験体3体で曲げ降伏後の付着破壊となったが，カットオフ
⻑さが短い試験体（CS25）では，付着の劣化が著しく，最⼤耐
⼒後の耐⼒劣化も顕著であった．
・危険断⾯の２段⽬主筋軸応⼒より求めたカットオフ⻑さを満
たす梁試験体のせん断スパン⽐が2.5または3.0であっても，２
段⽬主筋を通し筋とした場合と同等の耐⼒が確保できた.

カットオフ筋,⾼強度せん断補強筋を有するRC梁試験体3体を⽤いて，
2段⽬カットオフ筋が定着破壊する場合の破壊性状やその条件を考察する.
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Qmu1:断⾯解析による曲げ耐⼒,Qmu2:付着劣化を考慮した断⾯解析による曲げ耐⼒
Vsu:靭性指針によるせん断耐⼒,Vbu:同指針による付着割裂破壊を考慮したせん断耐⼒
Qanc:降伏前の定着破壊,Qanc*:降伏後の定着破壊を考慮したせん断耐⼒

計算値 実験値

Qmu1 Qmu2 Vsu Vbu Qanc Qanc* Qexp
kN 計算予想 実験結果 MPa MPa mm mm %

CL25 233 231 404 363 361 227 227 A FB 32.4 1427 2000 900 0.2%
CS25 230 212 393 357 304 164 230 A FB 33.1 1427 2000 750 0.2%
CL30 194 193 352 349 296 192 188 A FB 32.7 1427 2400 930 0.16%
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カットオフ筋

上記のRC梁試験体3体を⽤いて,逆対象曲げせん断実験を⾏った.
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